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岡山理科大学 研究・社会連携白書2024 

 

1. 白書発刊にあたって 

 

２年間の振り返りとこれからの研究・社会連携 

副学長 研究・社会連携機構長 南 善子 

本白書は、本大学の研究・社会連携機構の 2023〜2024 年度の取り組みをまと

めたものとなっております。「岡山理科大学ビジョン 2026」に掲げた「教育を

支える個性的で魅力ある研究を推進する大学」と「地域の課題解決や活性化に貢

献し、地域と共に発展する大学」を目指し、日々活動を続けてまいりました。本

大学が誇る4つの研究ブランド｢ワイン発酵科学｣｢恐竜学｣｢好適環境水｣「いきもの

QOL」に関する研究活動は、多くの地域貢献に活用されてきました。加えて、音波

を使った獣害対策では、野生動物との共生を目指す新たな試みも始まっています。 

また、科研費の獲得金額は、中四国の私立大学で 5年連続して1 位を維持しております。学内研究者

の支援体制についても、科研費獲得の支援に加え、2024 年度からは国際ジャーナル投稿支援事業を立

ち上げ、質の高い論文やオープンアクセス論文への投稿を促進しております。さらに、本大学の研究者

と多様な研究シーズを守るため、経済産業省および文部科学省の指導に基づき、2024年度には安全保障

輸出管理の体制を整備しました。これに伴い、教職員に対して数回にわたるFD・SD研修を実施しました。

加えて生涯学習の拠点形成を目指し、リカレント教育･社会人教育プログラムへの取り組みも開始いた

しました。“人生100年時代”を迎え、今後これらの取り組みをさらに加速させる必要性を強く感じて

おります。 

今後も、研究支援と社会貢献を積極的に推進してまいります。本機構の活動に対し、引き続きご理解

とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

丙午の年に問う、大学の使命 

研究・社会連携センター長  折田 明浩 

本白書を編纂している2026年は、干支でいう「丙午（ひのえうま）」の年にあ

たります。一周期前の丙午である1966年には、迷信により出生数が大きく減少

するなど、社会に少なからぬ影響を与えました。今日ではそうした考え方は過

去のものとなり、社会はデジタル化や働き方改革、学びの多様化を背景に、よ

り合理的で柔軟な方向へと進化を続けています。 

このような時代の変化の中にあっても、本学は「技術者として社会に貢献でき

る人材を育成する」という理念のもと、教育・研究・社会貢献活動に一体的に取り組んでまいりました。

学生たちは大学で培った知識と経験を糧に、それぞれの進路で力を発揮しており、その成長は私たちに

とって大きな喜びです。 

一方で、少子高齢化や地域産業の担い手不足、環境・エネルギー問題など、地域社会が直面する課題

は年々複雑化しています。こうした中、地方大学には高度専門人材の育成に加え、「知の拠点」として

地域とともに課題解決に取り組む役割が求められています。本学では、恐竜学博物館や出張講義、市民

公開講座、リカレント教育などを通じ、世代を超えた学びの循環を創出してきました。 

研究・社会連携センターは、今後も産学官連携を軸に、実社会に資する知の創出と還元に取り組んで

まいります。本白書が本学の歩みと成果への理解を深める一助となれば幸いです。 
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2. 活動方針 

2.1 社会連携・社会貢献に関する方針 

 
「岡山理科大学ビジョン2026」に掲げる5つの柱に挙げられた「教育を支える個性的で魅力ある研

究を推進する大学」および「地域の課題解決や活性化に貢献し、地域と共に発展する大学」を実現す

るため、2022 年度から始まった第Ⅱ期アクションプランに沿って、1）地域産業活性化、2）地域の

学びの拠点形成、3）地域を支える人材の輩出を新たに中期目標に掲げ事業を推進した。 

 

第Ⅱ期アクションプラン（2022 年度～2026 年度）における 

地域社会との連携に関する中期目標 

1） 地域産業活性化 

包括連携協定を締結した自治体等との緊密な連携を推進するとともに、協働によって地域

の課題解決やイノベーション創出に寄与する。 

2） 地域の学びの拠点形成 

本学の保有する知的資源を広く開放することによって、児童・生徒、社会人、並びに一般

市民のための学習機会を提供するとともに、知的交流拠点を形成する。 

3） 地域を支える人材の輩出 

地域の課題解決に向けて考え、行動できる人材など、地域の担い手となる次世代のリーダ

ーを輩出する。 

これらの中期目標を達成するための事業を包含し、産学官金連携、地域貢献、研究推 進・外部資

金獲得、知的財産管理、研究シーズ発信などの活動を研究・社会連携センターと研究・社会連携部が

連携し行っている。 

 

 

2.2 組織ならびに業務 

 
本学は、1999年度、岡山県内の大学では最も早く、産学官の連携を目的とした学外連携 推進室を

設置した。その後、2016 年度組織改編により、研究推進機構を設置し、教育研究 組織として研究連

携支援センター、その中の事務組織として研究連携支援室が整備された。その後、組織名称の変更

により、2019 年以降、教育研究組織は研究・社会連携センター、事務組織は研究・社会連携部とし

て活動している。 

本書では、2023～2024 年度の研究・社会連携センターおよび研究・社会連携部の活動として、本学

における基礎研究の推進、研究成果の活用や新技術の実用化、外部資金の獲得などの取り組みを報告

する。2024 年度における主な業務および組織メンバーを示す。 
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表 2-1 研究・社会連携センターおよび研究・社会連携部の主な業務 

 

区分 内 容 

産
学
官
金
連
携 

１）産学官金ニーズと研究シーズのマッチング（企業等と研究者とのコーディネート） 

２）産学官金との共同研究、受託研究の推進 

３）産学官金連携会議への専門委員としての参画 

４）研究シーズの発信 

・OUS フォーラムの開催（大学の研究成果の紹介） 

・OUS 研究者ナビゲーター、産学官金連携情報誌（LIAISON）の発刊 

・イノベーション・ジャパン、新技術説明会等での研究者による研究成果発表支援 

５）学外機関との連携協定の締結 

地
域
貢
献 

１）地方公共団体、各種団体への委員やアドバイザー等への就任 

２）地方公共団体が行うまちづくり事業への参画 

３）企業等からの技術相談への対応 

４）大学施設・設備の地域社会への開放 

５）生涯学習の取組み 

 

研
究
支
援
・
外
部
資
金
獲
得 

１）各種研究費・助成金に係る情報収集、学内説明会の開催、申請業務、公的研究資金の適正

な運用に関する業務及び事務取扱（科学研究費助成事業、省庁・国立研究開発法人等の公

的研究費、各種財団研究助成金） 

２）文部科学省の大型プロジェクト事業等の申請および企画運営業務 

３）学内公募型プロジェクト研究推進事業の運営 

４）公的資金の適正な運用のための体制整備、研究倫理・コンプライアンスに係る教育の企

画、運営 

５）安全保障輸出管理に関すること 

知
的
財
産
権 

１）発明の啓発活動（特許セミナー、研究者との交流） 

２）発明の権利化（職務発明委員会） 

３）職務発明の特許出願及び技術移転（共同出願、独自出願、実施許諾） 

学
内
調
整 

１）国・自治体等が実施する各種調査に係る報告書作成 

２）研究・社会連携機構運営委員会の運営 

３）研究・社会機構部会の運営 

４）研究・社会連携委員会の運営 

 
表 2-2 2024年度研究・社会連携センターおよび研究・社会連携部メンバー  

 

職 名 氏 名 主たる担当業務 

センター長 折田  明浩 全体統括者（工学部教授）2018年度就任 

センター次長 林 良太 副統括者（工学部教授）2022 年度就任 

センター次長 濱田 隆宏 副統括者（生命科学部准教授）2024 年度就任 

センター教授 中村 修 産学連携コーディネータ（研究・社会連携センター教授）2014 年度就任 

部 長 御倉 賀恵 管理運営全般 2024年度着任 

参 事 村上 和彦 科研費支援 2021年度着任 

課 長 小野 博之 副管理運営全般 2024年度着任  

コーディネータ 桑本 誠 産学連携コーディネー、知的財産権 2016年度着任 

コーディネータ 守屋  雅夫 産学連携コーディネータ 2023年度着任 

コーディネータ 竹原  誠 産学連携コーディネータ 2024年度着任 

事務職員 倉藤 美紀子 産学官金連携（契約業務等）2018年度着任 

事務職員 太田 謙 産学官金連携（広報等）2017年度着任 

事務職員 埋見 將弘 産学官金連携（契約業務等）2023年度着任  

事務補佐 井上 祐貴子 事務担当 2024年度着任  

事務補佐 坪田 あずさ 事務担当 2022年度着任  
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3. 研究・社会連携委員会 
 

研究及び社会連携を本学の取り組みとして推進するため、主として産学官との連携に関する事項

を審議する目的で委員会を設けている。本委員会の役割を示した規程は下記のとおりであり、2022

年度に改定されたものである。 

 

○岡山理科大学研究・社会連携委員会規程 

 

（設置） 

第１条 岡山理科大学に岡山理科大学研究・社会連携委員会（以下「本委員会」という。）を置

く。 

（目的） 

第２条 本委員会は、岡山理科大学における研究の推進及び学外との連携に関する事項を審議す

ることを目的とする。 

（組織） 

第３条 本委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

(1) 副学長 

(2) 研究・社会連携機構長 

(3) 研究・社会連携機構副機構長 

(4) 学部長、研究科長の代表者１名 

(5) 学科・コース代表 

(6) 研究・社会連携機構所属の研究所、センター及び博物館の長 

(7) キャリア支援センター長 

(8) 入試広報センター長 

(9) 大学事務局長 

(10) 研究・社会連携部長 

(11) 研究・社会連携センター教授及び次長以上の職の者 

(12) その他委員長が必要と認めた者 

（任期） 

第４条 委員の任期は１年とし、欠員が生じたときの補充委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

（委員長等） 

第５条 本委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、副学長をもって充てる。 

３ 副委員長は、委員長が指名する。 

４ 委員長は会務を総括し、副委員長は委員長を補佐する。 

５ 委員長に支障があるときは、委員長の指名した副委員長がこれを代行する。 

（会議の招集及び成立） 

第６条 委員長は、委員会を招集し議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上の出席をもって成立する。 

（審議事項） 

第７条 本委員会は、次の事項について審議する。 

(1) 産学官金の連携事業に関すること。 

(2) 地域との連携業務に関すること。 

(3) 研究成果に関すること 

(4) 公的研究資金に関すること 

(5) 知的財産の基本方針に関すること 

(6) その他必要事項 

２ 本委員会の議事は、議長を除く出席委員の過半数の同意（可否同数の場合は議長の決すると
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ころ）をもって本委員会の案とする。 

（部会等） 

第８条 本委員会は、必要に応じて作業部会（以下「部会」という。）を設置することができ

る。 

２ 部会の委員は、学内の教職員から委員長が指名した者とする。 

３ 部会は、本委員会より依頼された事項・案件について、審議・検討・作業等を行う。 

４ 部会の審議・検討・作業結果は、本委員会に答申する。 

（報告） 

第９条 審議の結果は、委員長が学長に報告し、委員が学部教授会等にて報告する。 

（細則等） 

第10条 岡山理科大学研究・社会連携委員会規程（以下、「本規程」という。）に定めるものの

他、本委員会に関して必要な事項は、本委員会が別に定める。 

（事務） 

第11条 本委員会の事務は、研究・社会連携部において行う。 

（改廃） 

第12条 本規程の改廃は、本委員会及び大学協議会の審議を経て、学長が決定する。 

附 則 

この規程は、平成15年７月10日から施行する。 

附 則 

この改正規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正規程は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正規程は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日） 

この改正規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年１月３１日決裁） 

この改正規程は、令和４年４月１日から施行する。 
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2023年度及び2024年度に実施された委員会での議案を次に示す。 

2023年度 研究･社会連携委員会議事 

●第1回 2023年5月31日 

議案 1) 構成員の確認について 

2) 副委員長の選任 

報告事項 1) 令和4年度研究・社会連携部及びセンターの業務報告について 

2) 令和4年度外部資金の獲得状況について 

3) 令和5年度科研費採択状況（速報） 

4) OUSフォーラム2023の開催について 

依頼事項 1) 新任教員に対してのヒアリング 

2) 学生を対象とした知財権セミナーについて 

3) 学科ごとのSDGsの取り纏めについて 

●第2回 2023年7月27日 

議案 1) OUSフォーラム2023 実施について 

報告事項 1) 令和5年度コンプライアンス･研究倫理教育の受講状況について 

2) 海外との連携等に関する実績調査結果の報告 

3) 学科ごとのSDGsの取り纏めについて 

依頼事項 1) コーディネータによる新採用教員の研究室訪問について 

2) 令和 6 年度科学研究費助成事業申請に係る学内の支援体制について 

3) おかやまテクノロジー展（OTEX）2023 

●第3回 2023年9月13日 

議案 1) OUSフォーラム2023 開催について  

依頼事項 1) OUSフォーラム2023 案内状、パンフレット送付先依頼 

2) 令和5年度教職員および学生を対象とした知的財産セミナーと学生を対象とし 

た知的財産権セミナーについて 

3) コーディネータによる新採用教員の研究室訪問について 

4) おかやまテクノロジー展2023 について 

5) MICEコンテンツ見本市【岡山城天守】（ご案内） 

6) 岡山理科大学 URA 島田氏による FD 講演会の開催について（ご案内） 

報告事項 1) SDGsについて 

●第4回 2023年11月1日 

議案 1) OUS フォーラム 準備のお願いと今後の予定 

報告、依頼 1) 令和5年度教職員および学生を対象とした知的財産セミナーと学生を対象とし 

た知的財産権セミナーについて 

2) コーディネータによる新採用教員の研究室訪問について 

3）令和6年度科研費応募状況について 

●第5回 2024年2月7日 

報告 1) OUS フォーラム 2023 

2）中国地方整備局シーズ照会 

3) 令和6年度科研費応募状況について 

4) 令和7年度科研費公募スケジュール 

5) 2024年度岡山理科大学における研究不正防止に関する取り組み年間スケジュ 

ール（予定） 

6) 特許出願状況と知財セミナー 

依頼 1）SDGs 情報の更新および情報の取り纏めについて 

2）リカレント教育実施に係る教育コンテンツの提供について 

3) 2024年度プロジェクト研究推進事業への応募について 

4) OUS研究者交流会 
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5) 研究成果合同発表会 

6) 研究データの保存等に関する自己確認の実施について 

7) 公的研究費に係る説明VOD教材視聴について 
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2024年度 研究･社会連携委員会議事 

●第1回 2024年6月5日 

議案 1) 構成員の確認について 

2) 副委員長の選任 

報告事項 1) 令和5年度 研究・社会連携部及びセンターの業務報告について 

2) 令和5年度外部資金の獲得状況について 

3) 令和6年度科研費採択状況（速報） 

4) OUSフォーラム2024の開催について 

依頼事項 1) 研究者ナビゲーター見直しについて 

2) 新任教員に対してのヒアリング 

3) 知財権セミナーについて 

●第2回 2024年7月22日 

議案 1) OUSフォーラム2024実施について 

報告 1) 令和6年度科研費私大ランキングについて 

依頼事項 1) 令和7年度科学研究費助成事業申請に係る学内の支援体制について 

2) おかやまテクノロジー展（OTEX）2024 

●第3回 2024年9月12日 

議案 1) OUS フォーラム2024 開催について 

依頼事項 1) OUS フォーラム2024 案内状、パンフレット送付先依頼 

2) 令和6年度学生を対象とした知的財産権セミナーについて 

3) おかやまテクノロジー展（OTEX）2024について 

報告 1) 海外との連携に関する2023 年度の実績調査結果の報告について 

2) 知的財産セミナー（2024年7月18日（木）実施）の報告について 

●第4回 2025年1月17日 

報告 1）OUSフォーラム2024 

2) 中国地方整備局シーズ照会 

3) 令和7年度科研費応募状況 

4) 2025年度岡山理科大学における研究不正防止に関する取り組み年間スケジュ 

ール（予定） 

5) 特許出願状況と知財セミナー 

依頼 1）リカレント教育および社会人教育実施に係る教育コンテンツの提供について 

2) 2026年度プロジェクト研究推進事業への応募について 

3) OUS研究者交流会 

4) 岡山理科大学プロジェクト合同研究成果合同発表会 

5) 研究データの保存等に関する自己確認の実施について 

6) 公的研究費に係る説明VOD教材視聴について 

7) 安全保障輸出管理（該非判定チェック票ほか）について 
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